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特定非営利活動法人武豊文化創造協会 

 

平成 1８年度事業報告 

【特定非営利活動に係る事業報告】 

Ⅰ 鑑賞事業 

 

ア）鑑賞事業その１ 

 

1 和太鼓松村組コンサート「千樹」 

日時／場所 平成18年6月25日（日）17:00開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 和太鼓コンサート 

出 演 者 和太鼓松村組 

プログラム 「乱馬」 「春一番」 組曲「千樹」他 

席設定 632席 

入場者数 619名 

チケット発売日 会員3／18（土）～、一般 3／25（土）～ 

チケット価格 会員3,500円、一般 4,000円、当日4,500円 

従事者数 延べ40名 

 

関連企画  事前交流会 松村組 

日時／場所 
平成１８年3月 15日(水) 

     19:００～20:3０ 響きホール 

事業の種類 事前交流会 

出  演 山田純平・中島隆介（松村組） 

参加者数 9団体 約100名 

従事者数 延べ 5名 

 

＜担当者所感＞ 

和太鼓松村組は、和太鼓の持つ力強さに鍵盤打楽器を取り入れるなど、新しい感覚を兼ね備えた和太鼓集団である。さ

らに、知多地域で和太鼓の演奏活動や指導を続けてきた日本福祉大学出身の山田純平さんが所属している。より広範囲の

人たちに公演の魅力を伝え、観に来てもらえるように、地域の和太鼓サークルの人たちと、山田純平さんのミニ演奏会を

含む事前交流会を行い、チケット販売等の協力をお願いした。和太鼓サークルの希望枚数と、松村組ファンクラブの希望

枚数で、ほぼ完売に近い数があがり、名古屋・三河地区の人は名古屋会場に回ってもらう様依頼するなど、会館での販売

チケットを確保するのに苦労した。 

当日は楽器や機材等の搬入・搬出も和太鼓サークルの人たちに協力してもらった。満席のお客様からは「すごい迫力、

感動、感動」「力いっぱい全身で打つ太鼓にとても感動した」「一緒に参加している気分になり、熱くなった」「生きる力

を教えられたようで…涙が出てとまりませんでした」「オーケストラを聴いているようで、大感動でした」などの感想を

いただき、日本の伝統芸能の素晴らしさを堪能できる舞台となった。 

 

 

イ）鑑賞事業その 2 

 

2 
「はらぺこあおむし」＆「ごちゃまぜカメレオン」 

2006日本公演 

日時／場所 平成１8年6月 2９日（木）18:30開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 大型人形劇（ブラックライト・シアター） 

出 演 者 マーメイドシアター・オブ・ノーバスコーシア 

プログラム 

「ちいさなくも」 

「ごちゃまぜカメレオン」 

「はらぺこあおむし」 

席設定 586席 

入場者数 567名 

チケット発売日 会員 3／25（土）～、一般 4／1（土）～ 

チケット価格 一般 1,500円、ペア2,800円、当日2,000円 

従事者数 延べ 32名 

 

 

あおむしをつくろう！ 

 

和太鼓松村組公演より 



 2 

関連企画  「はらぺこあおむしくんをつくっちゃおう」 
ワークショップ 

日時／場所 

平成１８年 5月 7日(日)  

1回目10:00～11:30 

2回目13:3０～15:0０ 創作工房 

事業の種類 ワークショップ（人形作り） 

講  師 石黒きぬえ 

参加者数 1回目 20名 2回目 20名 

従事者数 延べ 15名 

 

＜担当者所感＞ 

エリック･カールの人気絵本を題材にした大型人形劇で、カナダのマーメイドシアターによるブラックライトシアター

を親子で楽しんでもらった。「三びきのやぎのがらがらどん」に続き、今回も町内の小学校・保育園をはじめ、半田市・

美浜町・南知多町の幼稚園・保育園にチラシ配布を依頼し、ツアーの都合で平日の夜公演であったにもかかわらず、たく

さんの親子連れに来てもらうことができた。 

また、事前に NPO たけとよの社員を講師として、羊毛を使ってあおむしの人形を製作するワークショップを行った。

色々な色に染色された羊毛を丸めて、ぬるま湯と薄めた洗剤をかけ、手のひらで転がして丸い玉を作る。「ふわふわの羊

の毛がまるくなっていくところが不思議でした」「まるめているところは気持ちよかったです」「こどもたちも“泥ダンゴ”

のノリで上手に作っていて、私もびっくりするような色の組み合わせだったり、丸め方だったり…。子どもに教えてもら

ったような気がしました」などの感想が寄せられ、開放的で楽しい時間を親子で過ごしてもらった。 

公演当日は、暗闇にきれいな色のあおむしやカメレオンが浮かび上がり、「音楽(ピアノ)の音に惹きこまれつつ、人形

の動きに集中していました。あの絵本からこのような人形劇をつくられた民族性にも感心」「最近絵本より TV…となっ

てきていましたが、また本を読もうと思います」などの感想が寄せられた。終演後の質問コーナーも好評で、子どもたち

の積極的な参加にアーティストも喜んでいた。また、事前に作ったあおむしの人形を何人もの子どもがアーティストに見

せたいと持って来ていたのが印象的だった。 

 

 

 

 

ウ）鑑賞事業その３ 

 

3 
及川浩治 vs 近藤嘉宏 ピアノ・デュオリサイタル 

日時／場所 平成１8年10月21日（土）19:00開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 ピアノリサイタル 

出 演 者 及川浩治 近藤嘉宏 

席設定 660席 

入場者数 356名 

チケット発売日 会員 7／22（土）～、一般 7／２9（土）～ 

チケット価格 
会員 3,000円 一般3,300円 セット6,000円 

当日 3,700円 

従事者数 延べ 43名 

 

＜担当者所感＞ 

ピアノ開き以来の本格的なピアノリサイタルで、男性 2 人によるダイナミックな 2 台ピアノのリサイタルを行った。

「ピアノを自由自在に扱っているのはすごい！」「息をのむ演奏だった」「男性のピアノ･デュオ、とてもかっこよかった」

「若い時から好きだった『月光』をきいて感激した。涙が出た」「2 台ピアノのコンサートを知多半島で聴けるとは思わ

なかった。すごく良い企画だった」など、多くの感想が寄せられた。まだホールが知られていないこともあって、集客が

難しく、せっかくいい演奏をしてもらっても、観客が少なめなのが残念だった。広報にもっと力を入れる必要があると感

じた。 

 

 

及川浩治さんと近藤嘉宏さん 
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エ）鑑賞事業その４ 

 

 

 

＜担当者所感＞ 

昨年度も企画をした落語と邦楽のコラボレーションライブを、今年度も企画した。今回は愛知県半田市出身の三遊亭と

ん馬さんに落語をお願いし、また、箏と尺八ライブを中井智也さんと岩田卓也さん（Uranas）に再演してもらい、新春

らしい公演となった。 

 東海地区出身のアーティストが 3 人集まったことと、昨年に引き続き来場してくたさる方とで、チケットは公演当日

を待たずに完売することができた。 

 アンケートでは、「落語が生で聞けてよかった」「箏と尺八すばらしかった」「来年も来てください」などと賛辞をたく

さんいただいた。また、落語を目当てに来たお客様は、若い 2 人の力強い演奏を聴き邦楽のイメージが変わり、邦楽ラ

イブを目当てに来たお客様は、落語のおもしろさを感じることができたのではないかと思う。 

 日本文化の素晴しさを多くの人に伝えることができ良かったと思う。 

 

 

ス）2006年度謝恩事業 「ショート・ストーリーズ」 

 

 
2006年度謝恩事業  

「ショートストーリーズ」 

日時／場所 
平成１8年12月3日（日） 

14:00開演／響きホール 

事業の種類 鑑賞事業 人形劇＆パントマイム 

出 演 者 
テアトロ ヒューゴ＆イネス  

ヒューゴ・スアレツ イネス・パシック 

プログラム 「ジャケット」「放浪者」「ベイビーブルー」他 

席設定 200席 

入場者数 192名 

チケット発売日 一般 9／9（土）～ 

チケット価格 一般 2,000円 高校生以下1,500円 当日各 500円増 

従事者数 延べ 18名 

 

＜担当者所感＞ 

今までの事業の成功の地域還元をはかる謝恩事業。ひざや手、お腹など身体の部分に布をかけただけで人形になってし

まうパントマイムのような不思議な人形劇を、ペルーからやってきたテアトロヒューゴ＆イネスが演じた。「言葉が全く

なくても想像力をふくらませて見られて楽しかった」「驚きの公演！びっくりした。素晴らしかった」「表現がとっても豊

かで、人間の体はおもしろいと思った」「手･足･指、体のどの部分もまるで生きているかのように表現できるのはすばら

しいと思った」「体の部分が色々に変化して表情がみえる。笑い、悲しみなど色々な感情と情景がみえた」「魔法の手･足、

体のやわらかさ、どうして赤いボールをつけるだけであんなに表情が出るのか。涙が出る感動をありがとう」などの感想

が寄せられ、質の高い公演で、大好評だった。観客席においては中央前部に畳を敷き、子ども席を作った。畳席は好評で

あったが、公演前半の舞台床面に近い細かな動きが見えにくく、可哀想だったとの意見をいただいた。場内のスタッフも

子どもたちが見えなくて立っている事がわかるので注意しづらかった。舞台監督と一緒に考えた座席配置と舞台の高さだ

ったが、これはどこの公演でも苦労する所だということだった。 

 

 

 

４ とん馬＆智弥＆卓也「新春ライブ」 

日時／場所 平成１9年1月 13日（土）14:00開演／ 響きホール 

事業の種類 鑑賞事業 落語・邦楽コンサート 

出 演 者 
三遊亭とん馬（落語） 

ユニット「Uranas」中井智弥（箏） 岩田卓也（尺八） 

プログラム 

第 1部 落語 

「代り目」他 

第 2部 箏＆尺八ライブ 

「春の海」「櫻川」他 

席設定 180席 

入場者数 180名 

チケット発売日 会員 10／21（土）～ 一般 10／28（土）～ 

チケット価格 会員 2,000円 一般2,200円 当日2,700円 

従事者数 延べ 38名 

3 人による楽しいＭＣ 

終演後の交流会 

 



 4 

Ⅱ 芸術と科学のハーモニー事業 

 

オ）芸術と科学のハーモニー事業その１ 

「ゆめホタル～光のまちの芸術家たち」実施事業 

 

A．「蛍」プロジェクト 

 

○ホタル観察会 

 

日  時  6月 18日（日）1９:０0～2１:０0 

会  場  講義 ゆめたろうプラザ 情報考房 

観察 美浜町布土公民館周辺 

対  象  小学生以上（保護者同伴） 

参 加 費  保険料 100円 

内  容  ホタルの飼育などの活動経験をもった講師により、ホタルの生

態から自然に対する取り組みを学ぶ講義を受けた。その後、初

夏の田んぼに舞う蛍を観察した。 

講  師  遠藤満さん 

参加者数  41名 

従事者数  2名 

 

 

Ｂ．「星」プロジェクト 

 

○ゆめホタル～星プロジェクト 

 

日  時  ３月25日（日）17:00～20:00 

会  場  半田空の科学館 

対  象  小学生以上 

参 加 費   高校生以上２１０円 子ども１００円（プラネタリウム入館料） 

内  容  プラネタリウムで星や星座の学習をした後、望遠鏡を用いて月

や土星などの観測を行った。 

講  師  半田空の科学館学芸員 林美秀さん 

指導スタッフ：ふくろうの会のボランティアの皆さん  

参加者数  46名 

従事者数  ２名 

 

Ｃ．「波」プロジェクト 

 

 日  時  8月 5日（土）20:00～21:30 

会  場  内海海水浴場 

対  象  制限なし  

内  容  内海商工会青年部と協力して、波打ち際で 3000本規模の「ゆ        

めホタル」の点灯を実施した。 

参加者数  約 300名 

従事者数  延べ14名 

 

Ｄ．学校ワークショップ 

 

日  時  武豊中学校 11月20日（月）、12月11日（月）、18日（月）     

5時間目 

富貴中学校 11月 24日（金）、27日（月）、12月19日（火） 3時間目 

会  場  武豊中学校・富貴中学校の理科室 

対  象  両中学校の選択理科の履修者 

内  容  学校では学ぶ機会の少ない分野のサイエンスを、ゆめホタルを通じて体験した。富貴中学校では体験ワー

クショップも行った。 

講  師  間瀬康文さん  

参加者数  延べ約 120名 

従事者数  延べ6名 

 

 

ホタルに会いに行きました 

プラネタリウムとゆめホタルの饗宴 

授業より楽しい？ 
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E．「光の芸術祭プレ企画」プロジェクト 

 

 ○光の芸術祭プレ企画ワークショップ 

 

日  時  ９月16日（土）  

1回目 9:30～12:00 2回目13:30～16:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学生以上（3年生以下は保護者同伴） 

参 加 費    保険料 100円 

内  容  ゆめホタルの製作を行う。製作したゆめホタルは「光の芸術祭

プレ企画」の上演で使用した。 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

参加者数  延べ26名 

従事者数  延べ28名 

 

○光の芸術祭プレ企画 

 

日  時  10月 14日（土）19:00～20:30 

 会  場  ゆめたろうプラザ 流れの池 

      日本油脂㈱所有引込み線跡地 

対  象  一般（整理券配布）  

内  容  ゆめたろうプラザの流れの池に、仮設のステージを設置し、テ

ルミンの演奏と池の中に設置した「ゆめホタル」の上演とのコ

ラボレーションコンサートを行った。また、ゆめたろうプラザ

に併設して走る日本油脂㈱所有の引込み線跡地に「ゆめホタル」

を設置して光のボーダー（境界線）を作り出した。 

演  奏  テルミン：新美大輔さん 

電子ピアノ：保富洋子さん 

参加者数  約 400名 

従事者数  延べ30名 

 

○夢の彩り 

 

日  時  10月 14日（土）17:00～18:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学生以上 

 参 加 費    無料 

内  容  卓上イルミネーション、ゆめホタル「夢の彩り」の上演を行っ

た。 

参加者数  延べ100名 

従事者数  延べ28名 

 

Ｆ．「ゆめホタル～クリスマスコンサート」 

 

○ゆめホタルクリスマスコンサート 

 

日  時  12月 23日（祝）  

13:30開場 14:00開演 

会  場  ゆめたろうプラザ 輝きホール 

対  象  3歳以上  

入 場 料    一般500円 高校生以下 300円 

 内  容  地域の演奏家と佐賀県から招いた『山の音楽家「Ｓｈａｎａ」』

と、４０００本規模の「ゆめホタル」とのコラボレーションでコ

ンサートを実施した。小型ゆめホタル「夢の彩り」も使用した。 

演  奏   女声アンサンブル：ウィーン物語  

ヴァイオリン：中道ひかりさん 

コントラバス：戸田裕久さん 

山の音楽家「Shana」 

オカリナ：原麻由子さん 

ギター：原健太郎さん 

参加者数  326名 

「先生、これでいいの？」 

中から見ても、外から見てもきれいな光でした 

オカリナの幻想的な音に魅せられました 

テルミン 
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従事者数  延べ40名 

 

Ｇ．「＠HOME」プロジェクト 

 

 ○ゆめホタル＠HOME製作教室 

 

日  時  ５月20日（土）、21日（日）、6月３日（土）、24 日（日）、 

7月1日（土）、2日（日）  9:30～16:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学生以上（3年生以下は保護者同伴） 

参 加 費    材料費 2,000円 保険料100円 

内  容  卓上イルミネーション「ゆめホタル＠HOME」の製作をした。

希望者は拡張キット（MP3プレイヤー）の製作も行った。 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

参加者数  延べ32名 

従事者数  延べ27名 

 

Ｈ．情報発信プロジェクト 

 

 ○ゆめホタル出張ワークショップ／三重県二見浦 

 

日  時  7月 29日（土）製作 13:30～16:00 

会  場  製作 三重県度会郡二見町公民館 

      点灯 賓日館 

対  象  小中学生 

参 加 費    保険料 100円 

内  容  二見町教育委員会主催の「ゆめホタル工作教室」に協力して、

ゆめホタルの製作を実施した。夜は、賓日館主催の「ゆめホタ

ルコンサート」にて３０００本規模の上演を実施した。 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

参加者数  35名 

従事者数  延べ8名 

 

○ゆめホタル出張ワークショップ／大地の芸術祭 －越後妻有トリエンナーレ 2006－ 

 

日  時  ８月14日（月）13:00～15:00 15:30～17:30（2回）  

会  場  新潟県十日町市中里 

対  象  小学生以上（３年生以下は保護者同伴） 

参 加 費    保険料 100円 

内  容  新潟で行われる越後妻有トリエンナーレに協力し、ゆめホタルの

製作を実施。製作したゆめホタルはトリエンナーレの中で行われ

た「光のグルグル」に参加した。 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

参加者数  延べ20名 

従事者数  延べ4名 

 

○ゆめホタル出張ワークショップ／ふるさとまつり 

 

日  時  ８月２6日（土）、27日（日）18:00～20:00 

会  場  武豊町立中央公民館（希望者のみ） 

対  象  一般（製作は小学生以上、３年生以下は保護者同伴） 

参 加 費  保険料 100円 

 内  容  ふるさと祭り来場者対象にゆめホタルを上演した。上演がメインであったため、WSは希望者がいたら行

う予定だったが、希望者がいなかったためWSは実施しなかった。 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

参加者数  約 150名 

従事者数  延べ８名 

 

 

 

○ゆめホタル出張上演／「光のグルグル」 

どう？うまくできてるかな？ 

大地のグルグル 

自宅でもゆめホタル♪ 
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日  時  ９月２日（土）19:00～21:00 

会  場  新潟県十日町市中里東田尻 

対  象  一般 

内  容  新潟で行われていた妻有トリエンナーレに正式出展されている芝裕子氏の作品「大地のグルグル」をゆめ

ホタル 3000 本を使ってライトアップし、幻想的な光を演出した。当日は作品設置場所の東田尻地区の

「二百十日の風祭り」も久しぶりに実施された。 

参加者数  約 400名 

従事者数  延べ10名 

 

○聖なる光事業 

 

日  時  12月 2日（土）10:00～21:30 

会  場  すいせんひろば（製作）／桜米軒駐車場（上演）、 

対  象  ワークショップ：授産施設「すいせんひろば」来所者 

      上演：一般 

内  容  午前中から「すいせんひろば」にて WS を行い、夕方より内海

商工会主催のイルミネーション事業「聖なる光」で上演を行った。

「すいせんひろば」で製作したものを加えた1000本規模の「ゆめホタル」の上演を実施。 

参加者数  ７名（ワークショップ）／200名（上演） 

従事者数  延べ6名 

 

○ゆめホタル Inさざんか 

 

日  時  12月 12日（火）18:00～21:30 

 会  場  ゆめたろうプラザ・響きホール 

対  象  手話友の会「さざんか」会員 

内  容  手話友の会「さざんか」より上演の依頼があり、ゆめたろうプラ

ザ・響きホールの昇降する稼動壁と可動式のガラス戸という特殊

な構造を生かした上演を行った。 

参加者数  100名（上演） 

従事者数  延べ２名 

 

○ゆめぎんが in 天川 

 

日  時  7月 15日（土）13:00～21:00 

会  場  佐賀県佐賀市天川 

対  象  一般  

 内  容  佐賀県佐賀市天川のスキー場の斜面を利用して、5000 本規模

のゆめホタルを上演した。上演に関しては、地元の音楽家の方と

のコラボレーションコンサートや詩の朗読を組み合わせた多彩

なものとなった。 

演  奏  山の音楽家「Shana」 

オカリナ：原麻由子さん 

ギター：原健太郎さん 

「ゆめぎんが～宇宙140億光年の光」 

 朗読：丹野佳子さん 

参加者数  約 1600名 

従事者数  延べ６名 

 

○ゆめホタル・プレゼンテーション 

 

日  時  9月 7日（木）富貴小学校 9月 11日（月）武豊中学校  

  9月 25日（月）緑ヶ丘小学校 9月26日（火）衣浦小学校 

10月 2日（月）富貴中学校 10月10日（火）武豊小学校 

各学校朝礼 

会  場  各小中学校の体育館 

対  象  各学校に通う全生徒ならびに全職員 

内  容  NPOたけとよとゆめホタルの紹介活動。 

参加者数  約 4110名 

従事者数  延べ36名 

大規模なイルミネーション 

あっと驚く仕掛けになりました 

一面に広がる光の銀河 

なんだろう？ 
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参加者数合計  延べ 8032名 

従事者数合計  述べ 256名 

 

 

カ）芸術と科学のハーモニー事業その２ 

「映像メディア講座」実施事業 

 

映像作品の制作を通して、映像メディアへの理解を深めるとともに情報発信への関心を高め、町民会館を中心として武

豊町の様々な自然・文化を映像メディアとして記録したり、広く外部に情報発信したりすることに関わる人材を育成する。 

映像メディア講座の受講生は初級が４人、作品制作が４人と受講生が少ないことが残念ではあったが、初級講座では小

学生の参加があり、“ゆめプラ映像コンテスト”への作品応募を目標に受講生全員が作品を完成させることができた。作

品制作講座では新しいメンバーが 2 人加わり、出演者やロケ地など地域の方たちの協力をいただきながら２つの短編映

画を完成させることができた。各作品は地元ケーブルテレビで放映をしてもらえた為、多くの人に見てもらうことができ

た。 

武豊アニメーションフィルムフェスティバル（TAFF）ではアートアニメーションや 3DCG、モーショングラフィッ

クを含むテレビの“アニメ”とは違った個性豊かな短編アニメーションを見てもらうことができた。8 月に芝生広場で

TAFF’06の縮小版を開催したが、２度目の上映であること、さらに、お盆前日ということで観客が少なかったのが残念

だった。しかし、3月のTAFF‘07のアンケートでは「全体的にクオリティが高い作品ばかりで楽しめました」、「普段

見る映画とかとはぜんぜんちがうふんいきの作品ばかりで、とても新鮮だった」との意見があり、3時間半の長時間では

あったが満足していただけた。 

 

A. 映像初級講座 

 

対  象  小学5年生以上 

内  容  映像作品を制作する基礎となる 30秒CMを制作した。 

講  師  高木 正博 さん  

 

講座 日   時 会   場 内  容 出席者数 

１ 
８/５（土） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 

ビデオカメラの使い方と 

作品づくりの方法と手順 
４名 

２ 
８/６（日） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 

撮影した映像の批評会 

映像作品の編集について 
３名 

３ 
８/12（土） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 
作品発表会、講評 ４名 

従事者数  ６名 

 

B. 映像作品制作講座 

 

対  象  映像講座初級修了者または映像作品制作経験者 

内  容  15分程度の短編自主映画作品を制作した。 

講  師  外山 進一 さん、近藤 隆彦 さん 

 

講座 日   時 会   場 内  容 出席者数 

１ 
6/18（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
脚本の書き方について ４名 

２ 
7/16（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 

脚本と制作グループの決定及び

撮影実習 
３名 

３ 
８/20（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 

撮影映像の批評とデジタル編集

について 
４名 

４ 
9/17（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
中間発表 ３名 

５ 
10/15（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
作品発表、講評 ３名 

特別 

講座 

７/22（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
照明講座 ６名 

従事者数  延べ11名 

 

 

 

映像メディア講座 

撮影風景 
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Ｃ. 武豊アニメーションフィルムフェスティバル（TAFF） 

 

○武豊アニメーションフィルムフェスティバル‘06夏（夏TAFF） 

日  時  ８月12日（土）19:00～20:30 

会  場  芝生広場 

対  象  一般 

内  容  屋外で新進気鋭の若手映像作家達による短編アニメーション作品 

を上映した。TAFF’06の縮小版。 

 

○武豊アニメーションフィルムフェスティバル 2007（TAFF‘07） 

日  時  3月 24日（土）14:00～17:45 

会  場  響きホール 

対  象  小学5年生以上 

内  容  東海圏を中心として選ばれた新進気鋭の若手映像作家達による 

短編アニメーション作品上映会を行った。 

5部構成、19人の作家で 28作品を上映した。 

参 加 費  高校生以下 300円 一般500円 

参加者数  約 120人 

従事者数  延べ12名 

 

 

キ）芸術と科学のハーモニー事業その３ 

「ロボット製作教室」実施事業 

 

 ○レゴロボット製作教室 初級 

日  時  6月 10日（土）、11日（日）、7月8日（土）、9日（日） 

      9:30～16:30の各 4回行う 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学4年生以上 

内  容  午前はマインドストーム付属の CD のトレーニングミッショ

ンの『基本』を各自行ってもらい、午後より解説書の三つの

ロボットのうちいずれかを組み立てた。 

最後に自分の作ったロボットを 30秒程度で発表した。 

参加者数  延べ27名（各回定員 7名） 

従事者数  延べ17名 

 

 ○レゴロボット製作教室 中級 

日  時  1回目 8月17日（木）、18日（金）、19日（土） 

9:30～16:30 

      2 回目 11月25日（土）、26日（日） 9:30～16:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学5年生以上 

内  容  下記のとおり。 

 

講座 日   時 会 場 内  容 
1回目参

加人数 

2回目参

加人数 

１ 
８/17（木） 

９:30～16:30 
創作工房 

午前中はマインドストームの基礎を行い、午

後から課題をクリアー出来るロボットとプ

ログラムを作った。 

9名 ９名 

２ 
８/18（金） 

９:30～16:30 
創作工房 

午前中は競技内容に適したプログラムとロ

ボットを作り、午後から競技会を行った。 
9名 ９名 

３ 
８/19（土） 

９:30～16:30 
創作工房 

別の方法で課題に再チャレンジするなど、自

由に創作を楽しんでもらった。 
9名  

     ※11月に行った 2回目では 3日目の内容は行わなかった。 

 参加者数 延べ45名 

従事者数 延べ30名 

 

 

 

初級：部品とにらめっこ 

中級：ちょっと余裕が出てきました 

ＴＡＦＦ‘０７まもなく開演です 
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○レゴロボット製作教室 上級 

 

日  時  2月 10日（土）、11日（日）、12日（祝・月） 

      10:00～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  レゴ中級受講者 

内  容  レゴ中級を受講済みということもあり、課題は受付時に伝えて

おき初日から早速製作に入った。今回は高度な課題に挑むこと

自体が目標であった。最終日は発表会を行いその取り組み方や

成果を発表した。 

講座 日   時 会 場 内  容 出席者数 

１ 
２/10（土） 

10:00～17:00 
創作工房 

競技内容に適したプログラムとロボットを製

作した。 
９名 

２ 
２/11（日） 

10:00～17:00 
創作工房 引き続き製作を行った。 ９名 

３ 
２/12（祝・月） 

10:00～17:00 
創作工房 

午前中は引き続き製作を行い、午後は発表会

を行った。 
９名 

  

 参加者数 延べ27人 

従事者数  延べ25名 

 

○マイクロロボット製作教室 

 

日  時  ９月10日（日）13:30～16:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学5年生以上 

内  容  有線で動かせるマイクロロボットを製作した。 

参 加 費  無料   

講  師  松谷宏明さん 

主  催  独立行政法人科学技術振興機構 

特定非営利活動法人ヒューマンウェア・ネットワーク機構 

       愛知県立名南工業高等学校 ＮＰＯたけとよ 

参加者数  24名 

従事者数  ７名 

 

参加者合計  123名 

従事者合計  79名 

 

 

 

 

 

 

 

ク）芸術と科学のハーモニー事業その４ 

「モデルロケット製作教室＆打ち上げ大会」実施事業 

 

○モデルロケット製作教室＆打ち上げ大会 

日  時  6月 17日（土）製作      ９:30～12:00 

              火薬再装てん 11:30～12:00 

               講演     13:00～13:50 

打ち上げ大会 14:10～16:15 

会  場  製作     創作工房 

講演     情報考房 

打ち上げ大会 ふれあい広場 

対  象  小学生以上（3年生以下は保護者同伴） 

内  容  午前中にモデルロケットの製作教室を行った。午後には、ロケ

細かい調整に真剣なまなざしでした 

上級：アレンジを利かせて微妙な動きを表現 

いざ、勝負！ 
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ット打ち上げに関する映像の上映と、林紀幸先生のミニ講演会

を行った後、打ち上げ大会「大空杯」を行った。大会では打ち

上げたロケットの着地地点と目標との距離の近さを競った。 

参 加 費   材料費 2,000円 保険料 100円 

      エンジン代 600円 

 参加者数  製作 20名 

      エンジンの詰め替え 4名 

打ち上げ大会 約 100名 

講  師  東海モデルロケットクラブの皆さん 

  林紀幸さん（元宇宙科学研究所ロケット技師）  

来  賓  加藤一成さん（日本油脂株式会社・工場長） 

従事者数  7名 

 

参加者合計  117名 

従事者合計  ７名 

 

 

  

ケ）芸術と科学のハーモニー事業その５ 

「からくり工作教室ならびにダ・ヴィンチ作品展覧会」実施事業 

 

 ○からくり工作教室・子ども編 

 

対  象  小学3年生以上中学生まで（小学 3･4年生は保護者同伴） 

内  容  今まで行った「からくり工作教室 子ども編」に参加したことが

ない小学 3･4年生は、木工で動くカメのおもちゃを製作した。そ

れ以外の参加者は木工で動く恐竜のおもちゃを製作した。 

参 加 費   材料費 700円 保険料100円 

講  師  久田大輔さん 

 

参加者数  延べ57名 

 従事者数  延べ32名 

 

 

 

○からくり工作教室・大人編 

 

対  象  高校生以上 

内  容  からくり機構をもった木工の折りたたみ机を製作した。 

参 加 費   材料費 1000円 保険料 100円 

講  師  内田保男さん 

 

 

講座 日   時 会  場 内  容 出席者数 

１ 
８/24（木） 

13:30～16:30 
創作工房 

動く亀のおもちゃの製作 

動く恐竜のおもちゃの製作 
15名 

２ 
８/25（金） 

13:30～16:30 
創作工房 

動く亀のおもちゃの製作 

動く恐竜のおもちゃの製作 
15名 

３ 
８/26（土） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 ９名 

４ 
８/27（日） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 ８名 

補講１ 
８/29（火） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 ８名 

補講 2 
８/30（水） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 ２名 

雨が降ってきた…発射 1 秒前！ 

林先生の楽しいお話に聞き入りました 

女の子たちもがんばりました 
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参加者数  延べ56名 

従事者数  延べ15名 

 

 ○ダ・ヴィンチ作品展覧会 

 

日  時  10月 21日（土）10:00～20:00 

10月 22日（日）10:00～19:00 

会  場  ギャラリー 

対  象  一般 

内  容  高浜市在住の木工作家、神谷長幸さんが、ダ・ヴィンチの図面に

基づいて製作した木製模型の展示会。鑑賞者は実際にさわって動

かして、ダ・ヴィンチのアイデアの素晴しさと模型の精密さに感

心した。 

参加者数  約 310名 

講  師  神谷長幸さん 

従事者数  延べ14名 

 

参加者合計  423名 

従事者合計  61名 

 

   

コ）芸術と科学のハーモニー事業その６ 

「芸術と科学のハーモニー・レクチャー講座」実施事業 

 

『見ることを学ぶ』をテーマに、描画の体験ができる石膏デッサン体験講座や実際に現代美術を鑑賞する機会を設けた。

また、楽しいアートレクチャー講座ではピンホールカメラの製作と撮影を行った。 

 石膏デッサンを体験することによって目で見たもの再現することの難しさを感じてもらえた。また、現代美術の作品、

「たましら」「息吹-Presence in a Sigh-」「drop」の鑑賞では作品を見るだけではなく、作品に直接触れて体感してもら

うことができ、子どもにも大人にも好評であった。 

 

 

Ａ．石膏デッサン体験講座 

 

対  象  小学５年生以上 

内  容  鉛筆か木炭を選択して石膏像を紙面上に再現した。 

 描きあがった作品をギャラリーで５日間展示した。 

参加者数  1０人 

講  師  高野 正之 さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従事者数  延べ2名 

講座 日   時 会  場 内  容 出席者数 

１ 
８/24（木） 

18:30～21:30 
創作工房 折りたたみ式の机の製作 15名 

２ 
８/25（金） 

18:30～21:30 
創作工房 折りたたみ式の机の製作 15名 

３ 
８/26（土） 

18:30～21:30 
創作工房 折りたたみ式の机の製作 14名 

４ 
８/27（日） 

18:30～21:30 
創作工房 折りたたみ式の机の製作 12名 

     

講座 
日   時 会 場 内  容 出席者数 

１ 
7/29（土） 

18:30～20:30 
情報考房 

コンポジション(構図)の決

定とあたり 
９名 

２ 
7/30（日） 

18:30～20:30 
情報考房 

量感(ボリューム、マッス)

や立体感を意識した制作 
８名 

３ 
8/1（火） 

18:30～20:30 
情報考房 全体の形の確認 ９名 

４ 
8/2（水） 

18:30～20:30 
情報考房 細部の表現と完成 ９名 

ママたちもがんばりました 

触ってもいいからワクワク度アップ！ 

先生の指導はとても丁寧です 
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Ｂ．手作りカメラで写真撮影をしよう 

日  時  ３月１１日（土）９:30～1６:３0 

      4 月 7日（土）13:30～17:00 補講 

会  場  創作工房 

対  象  小学５年生以上 

内  容  カメラの原点ともいえるピンホールカメラを作り、写真を撮った。 

現像した写真はギャラリーで 3/2８～4/1の５日間展示をした。 

参加者数  11名 

 講  師  辻 徳明 さん 

従事者数  23名 

 

Ｃ．現代美術の鑑賞 

「たましら」 

   話しかけることで映像(写真)が再生できるインスタレーション。 

「息吹-Presence in a Sigh-」 

   存在の証である「息吹」を、骨伝導を使って身体で感じるインスタレーシ

ョン。 

「drop」 

  水が水蒸気へと気化する現象と映像の現象性を組み合わせることにより、

新たな表現形式を提示する試みとして制作されたインスタレーション。 

 日  時  ９月23日（祝）10:00～20:00 

      ９月 24日（日）10:00～18:00 

会  場  ギャラリー、練習室 

対  象  一般 

内  容  IAMAS（情報科学芸術大学院大学・国際情報科学芸術アカデミー）の卒業生によるインスタレーション

作品を、３点展示をした。 

参加者数  400名 

作  家  池本貴子さん、田部井勝さん・宮内康乃さん、神里亜雄さん 

従事者数  51名 

 

Ｄ．テルミンレクチャーコンサート 

 

日  時  10月 14日（日）15:30～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 響きホール 

対  象  小学生以上 

入 場 料  一般500円 高校生以下 300円 

内  容  テルミンの仕組みや特性について説明を受け、科学的な面での理解を深め、コンサートを鑑賞した。 

演  奏  テルミン：新美大輔さん 

電子ピアノ：保富洋子さん 

参加者数  47名 

従事者数  延べ5名 

 

Ｅ．地元企業技術者とのサイエンス連携事業 

 

日  時  ３月1７日（金）13:30～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ ミーティングルーム１・２ 

対  象  地元企業 

内  容  次年度事業のための意見交換会を行った。 

参加者数  6名 

従事者数  延べ3名 

 

 

サ）芸術と科学のハーモニー事業その７ 

「輪ゴム鉄砲製作教室＆競技会」実施事業 

 

 ○輪ゴム鉄砲製作教室＆競技会 

日  時  ４月15日（土）９:30～16:30 

４月16日（日）９:30～12:00 

会  場  創作工房 

対  象  小学4年生以上 

意見交換会の様子 

 

寒いけど屋外で撮影してます 

「たましら」 
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内  容  武豊町在住の日本ゴム銃射撃協会武豊支部の支部長、内田さん

を講師に招き、ゴム銃を木工で製作し、そのゴム銃を使って日

本ゴム銃射撃協会の公式ルールに則った射撃大会を開いた。 

参加者数  32名 

講  師  内田保男さん 

従事者数  延べ８名 

 

参加者合計  32名 

従事者合計  8名 

 

 

シ）芸術と科学のハーモニー事業その７ 

「ゆめたろう放送局」実施事業 

 

「ゆめたろう放送局」とは町民会館を中心に実施される、科学・芸術・文化事業の情報を、ホームページや映像作品 

を通じて広く住民に発信する事業である。 

ゆめたろう放送局の番組として「鑑賞事業」は主に予告ページを、「芸術と科学のハーモニー事業」は主に報告ペー 

ジを情報スタッフの皆さんに作成してもらった。 

「ゆめプラ映像コンテスト」は、少しでも多くの方に映像作品の制作を楽しんでもらい、作品の発表や鑑賞をする

ことで互いに向上していくことを目標にしている。テーマを「好きなもの」とし作品を募集したところ、専門学校か

らアニメーション作品も届き、昨年度よりも幅広い作品が集まったと思う。 

今年度から開始した「ちょっと拝借あなたの情報～あなたが作った映像がケーブルテレビで流れます～」は地元ケー

ブルテレビの協力を得て、企画を進めていった新しい試みである。しかし、宣伝不足もあり作品を集めることができ

なかった。もう一度広報について検討が必要である。 

また、「飛騨高山ドキュメンタリー映像祭」作品応募のため、今年、設立 4年目の武豊町民劇団TAKE TO YOU の

中学 2 年生の団員を中心に、劇団の成長を描いたドキュメンタリーを制作した。そのために、12 月 24 日に公演し

た「Fly Me To The Moon～私を月へつれてって～」の練習や公演の様子を撮影し、以前から撮り続けてきた劇団の

映像を加えて編集した。残念ながら賞をとることはできなかったが、作品を観た人たちから「感動した」との声が多

く寄せられた。 

 

Ａ．ゆめたろう放送局 

 

対  象  情報スタッフ 

内  容  町民会館を中心に実施される各種事業の内容を取材・情報収集してホームページコンテンツを制作し、町

民会館の情報プラザに設置されたインターネットサーバーに立ち上げた「ゆめたろう放送局

（http://www.yumetaro.net）」にて情報発信をした。 

       

会議 日   時 会  場 内  容 出席者数 

１ 
4/２（日） 

13:30～15:30 
情報考房 

12･1･2･3月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 4月以降の事業について 
５名 

２ 
5/28（日） 

13:30～15:30 
情報考房 

4･5月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 7月以降の事業について 
7名 

３ 
７/30（日） 

13:30～15:30 
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ１ 

6･7月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 10月以降の事業について 
３名 

４ 
11/26（日） 

13:30～15:30 
情報考房 

8･9･10･11月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 1月以降の事業について 
4名 

従事者数 53名 

 

Ｂ．ゆめプラ映像コンテスト（第３回） 

 

日  時  10月 28日（土）10:３0～ 14:０0～ 16:00～（表彰式） 

会  場  響きホール 

対  象  一般 

内  容  「好きなもの」をテーマに 30秒の映像作品を募集し、来場者と審

査員による採点で、最優秀賞 1作品、優秀賞2作品、入選 3作品、

ゆめプラ特別賞 1作品を決定した。 

応募点数  11作品 

応 募 者  8名 

審 査 員  堀芳樹さん（豊田市活動写真会） 

斎藤哲昌さん（映像作家） 

TARGET LOCK ON ! 

 

最優秀賞授与の様子 
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堀宏史さん（知多半島ケーブルネットワーク株式会社） 

安藤隆之さん（武豊町民会館館長） 

      間瀬康文さん（NPO たけとよ理事） 

参加者数  26名 

従事者数  ８名 

 

C．ちょっと拝借あなたの情報～あなたが作った映像がケーブルテレビで流れます～ 

対  象  一般 

内  容  身近で起こっている出来事や PR したいことなど情報発信をしたいものを収めた３分程度のデジタルビ

デオ作品を募集し、知多半島ケーブルネットワーク株式会社さんに放映してもらう。 

参加者数  ０名 

協  力  知多半島ケーブルネットワーク株式会社 

従事者数  ６名 

 

Ｄ．飛騨高山ドキュメンタリー映像祭 作品応募 

 対  象  情報スタッフ 

内  容  武豊町民劇団 TAKE TO YOU の中学 2年生を取り上げたドキュメンタリー作品を制作し、飛騨高山ド

キュメンタリー映像祭のヒューマンドキュメンタリー部門／テーマ「かがやく子どもたち」に応募をした。 

ロ  ケ  ゆめたろうプラザ、武豊町立中央公民館 

協  力  武豊町民劇団 TAKE TO YOU 

従事者数  25名 

 

 

※従事者数はボランティアスタッフの人数で、職員は含まれない。 

 

 

 

Ⅲ 町民会館管理運営受託事業 

 

１．管理運営業務内容 

  ① 町民会館で行われる自主文化創造事業に係る業務 

  ② 町民会館の周知及び会館利用者の増加を図る啓発業務 

  ③ 町民会館施設使用料・附属設備使用料の収納に係る業務 

④ 町民会館施設使用料の還付金支出に係る業務 

⑤ 「ゆめプラメイト」管理事務 

⑥ 「ゆめプラスタッフ」管理事務 

  ⑦ その他町民会館が適正かつ有効に利用されるために必要とされる業務 

 

２．職員の雇用と業務内容 

① 事務職員 3人 

  勤務時間 8:30～22:00（二交代制） 

  業務内容 委託業務全般 

 

② パート職員 4人 

  勤務時間 9:00～21:00（二交代制） 

  業務内容 町民会館の貸館・受付業務および NPOたけとよ事務職員の業務の補助 

 

３．活動状況 

 町民会館が開館して 3 年目を迎えた。年間を通して全体を見渡す余裕が少し出てきた。窓口業務をはじめ、自主事業

の準備や実施、様々な実務や事務など、試行錯誤や改善を加えながら、実施してきた。今年度は研修を予定していたが、

実際には、大阪芸術見本市への参加が精一杯であった。来年度はより充実したサービスを行うため、見本市等、自主事業

企画の研修の他、窓口対応の研修等も考えたいと思う。 
 

 

 

 

【その他の事業の活動報告】 

 

その他の事業の実施はありませんでした。 


